
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「ピンクリボン鞄」が取り上げられました 

今月は乳がん検診の大切さを呼びかける「ピンクリボン月間」です。橋本市の病院では、早期

検診を呼びかける取り組みが行われています。 

橋本市にある紀和病院では、新型コロナウイルスの影響で乳がんの検診を受ける人の割合が

少なくなる中、乳がんの早期発見と治療の大切さを呼びかける取り組みを進めています。 

今月の「ピンクリボン月間」にあわせて、胸を意味する「Ｂｒｅａｓｔ」という英語とピンクリボンを

あしらった濃いピンクの小さなカバンを訪れる人たちに手渡しています。 

小物を入れるのに便利なおしゃれなデザインで、このカバンを見た人たちが乳がん検診に関

心をもってもらえればと病院の職員が考え出しました。カバンを受け取った人は「このサイズ

だととても使いやすいと思いました。買い物に行くとき、ちょっと財布を入れていきます」と

話していました。 

紀和病院乳腺外科の梅村定司 医師は、「乳がんの早期発見の機会を逃さないように定期検診

をしてもらいたい。カバンを通じて乳がん検診への誘いになれば」と話していました。 

（10/5 和歌山 NEWS WEB より抜粋） 

 

【期間限定配信中】今なら、ご覧いただけます！ 
https://www3.nhk.or.jp/lnews/wakayama/20211005/2040009614.html 
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